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 要 旨   
 疫学研究によって、ワイン摂取と心血管疾患（CVD）発生率との逆相関が示唆されてい

るが、シャンパンについては十分に検討がされていない。中程度の急性シャンパン摂取が

血管機能を調節できるかどうか調べるため、無作為、プラセボ対照、交差試験を行った。

シャンパン摂取が摂取後 4 時間と 8 時間で内皮依存性血管拡張の急性的変化を誘導したが、

シャンパンとアルコール、果糖、酸量を合わせた対照ではこの変化は見られなかった。シ

ャンパンと対照の両方で 4 時間で内皮依存性血管反応性の上昇が誘導されたが、どの時点

でもシャンパンと対照で誘導される血管への影響で有意な差はなかった。この影響にはマ

トリックスメタロプロテイナーゼ 9 濃度の急性的な減少、酸化種の血漿濃度の顕著な減少、

多くのフェノール代謝産物の尿中への排出の増加が伴う。シャンパン摂取後、対照と比べ、

特に馬尿酸、プロトカテク酸、イソフェルラ酸の平均排出量が有意に増加した。以上より、

フェノール成分によって NO のバイオアベイラビリティが改善、マトリックスメタロプロ

テイナーゼ活性が減少し、中程度のシャンパンの日常摂取が血管能力の改善に役立つ可能

性が示唆された。 
 
 
 
 

 




